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氏名 笹川 治子 




学位論文等題目 〈論文〉 メディアのなかの戦争 ―戦争画からゲームまで 
 〈作品〉 リコレクション ―ベニヤの魚雷 
Recollection -Human Torpedo 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小谷 元彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小沢 剛 
































































































































    
 
れ混じったもので構成され、空想と現実があやふやな状態であることと似ている。大きく違うことは、笹川
作品では、戦争で使われる兵器などのイメージが、不安定な構造体で再現され、意図的に藤田の戦争画のよ
うな迫真性や緊迫感が削ぎ落され、強い戦争のイメージを空洞化させる目的が窺えることだ。笹川が、戦争
のもつ空虚さや危うさを誇張した「エソラゴト」にするためだろう。その狙いを論文に照合すると、戦時中
に発行された雑誌「機械化」の中で、現実の戦争から遠ざけるように死を描かないことや空想の兵器が描か
れていたことも関係していると考えられる。鑑賞者自身は「エソラゴト」空間でカリカチュア化され、パロ
ディの一部のように扱われる、しかし作品内には必ずリアルな戦争の記録が存在する。この脱力感とシリア
スさを併せ持つ体験型参加作品となっていることは評価したい。 
総合的に判断すると「戦争画スタディーズ」での活動も含め、世間ではいまだ複雑なテーマとなっている
戦争画に対し、実践と論考を繰り返し、意欲的に取り組んだ事は高く評価できる。以上の判断と副査の審査
結果を踏まえ、笹川治子は博士号取得に充分な資格を有するものとし、合格とする。
